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緒 言 
 看護学生にとって臨地実習はストレスフルなもの
である。とくに患者の日々の変化が大きく、看護展
開の速い周手術期を対象とする成人看護学（急性期）
実習は、学生に多くの不安や緊張をもたらすため、
学生自身がストレス・対処行動をうまくとれるかど
うかが実習成功への鍵となる。 
 Antonovsky A.が提唱した Sense of Coherence(以
下、SOC)は、ストレス対処・健康保持能力概念であ
り、極めてストレスフルな出来事や状況に直面させ
られながらも、それらに成功裏に対処し、心身の健
康を保持されるだけでなく、それらを成長や発達の
糧にさえ変えて生きている人々の中に見出された人
生における究極の健康要因であるといわれている 1～
3)。人生や日常生活における何事に対しても把握でき
るという確信、処理できるという確信、有意義だと
いう確信をもって向き合い関わっている人ほど SOC
が高く、ストレス対処力が高いとされている１）。SOC
は周囲の環境との相互作用により左右され学習形成
されるものであり、ストレス対処の成功経験を通し
て強化されるものである１）。これは成人期の最初の
10年に形成・発達する２）と言われ、看護職の教育上
の観点からみてもこの時期には、学生時代の教育機
関のカリキュラムおよび臨地実習と就職後の新人時
代があり、学生および新人が看護師としての職業ア
イデンティティを形成していく重要な時期である 4）
と考えられ、看護学教育と SOC の関係に関する研究
報告も多い 5）。 
 A 大学看護学科では、臨床での経験が少ない学生
が周手術期の実習において学生の学びを深め共有し、
患者の状態・状況に合わせた看護実践ができるよう
に 3年次の成人看護学実習（周手術期）において 15
日間ある実習期間中の 10 日目に学内でデモンスト
レーション「個別性を活かした看護援助」（以下、デ
モ）を実施している。本研究では、成人看護学実習
デモと SOC の関係を明らかにすることを目的とする。 
要 旨 
 本研究は、成人看護学実習デモンストレーションと SOC の関係を明らかにすることを目的とする。成人
看護学実習デモンストレーション終了時に、デモでの学び、困難さ、必要性、実習での活用度、SOC（短縮
版 13 項目）および自由記述を使用した質問紙調査を行った。結果、有効回答 85 名（有効回答率 83.3％）
であった。SOCの総得点は50.2±7.7（平均値±SD）、把握可能感16.8±5.1、処理可能感17.6±3.1、有意味感
15.8±3.0であった。総得点の平均値でSOC高群（n＝44）と低群（n＝41）の2群に分け、デモの困難さ、
学び、必要性、実習への活用度と SOC 得点の関係について検討した結果、統計学的有意差はなかったが、
SOC 低得点群に比べて高得点群は、デモの難易度は高いと感じているものの学びや必要性の高さを感じて
いた。SOC高得点群は、総得点だけでなく、すべての項目で得点が高かった。看護学生はSOCの発達途上
にあり、その後の学習・体験環境によって変化する可能性があるため、SOC を念頭においた教育方略を検
討していく必要がある。 
 
Key Words：成人看護学実習、看護学生、デモンストレーション、Sense of coherence(SOC) 
 
昭和大学保健医療学雑誌 第 11 号 2013 
44 
 
方 法 
1．調査対象および期間 
2010年 9月～2011年 1月に成人看護学実習（周手
術期）を行った A大学看護学科 3年次 102人を対象
とした。 
 
2．デモの方法 
実習グループは、102 人を 5 ブロックに分けてい
るため１回のデモ参加者は 25人前後であり、その中
で１つのデモグループが 5～8 人になるように振り
分けた。学生が実習 1～2週目に行った看護援助につ
いて振り返り、患者の個別性について検討後、臨床
場面に近い環境を実習室に設定し、援助場面が想像
できるようにした。看護師・患者・ナレーションな
どの役割を決めて看護技術・教育場面などを実施し、
援助の場面やデモ実施方法の検討等、学生が主体と
なって行った。1 グループ発表ごとに他のグループ
の学生からの質疑応答を設け、自分の受け持ち患者
との比較や実習中に臨床指導者や教員から指導を受
けた点などについて意見交換をした。 
 
3．SOCについて 
SOC は、自分の生活世界は首尾一貫している、筋
道が通っている、訳がわかる、腑に落ちるという知
覚・感覚のことで、人生経験によって後天的に形成・
強化される学習性の感覚である。その形成・強化は
汎抵抗資源（generalized resistance resouyrces;GRRs）
の状況の影響を受けるとされている１）。Antonovsky A.
は、GRRsを一連の人生経験がもたらす現象と定義し、
さらに遺伝・および体質、気質的による GRRsと心理
社会的 GRRsに分類され、後者は物、知識、知力、自
我アイデンティティといった個人的なものから、ソ
ーシャルサポートなどの社会的関係、そして宗教、
哲学などの文化的な側面まで含まれるとしている。
この GRRs はストレッサーに対処していく際の資源
となり、首尾一貫感覚である SOC が次第に強化され
ていく。ストレッサーに曝された生態が緊張の状態
に陥った場合、それをどう処理できるのかは GRRsの
動員力ともいえる SOC にかかっていると述べている。
SOC は自分が生きている世界や置かれている状況が
ある程度予測・理解できる感覚を「把握可能感」、対
応するための資源がいつでも得られ何とかやってい
けるという感覚を「処理可能感」、ストレッサーへの
対処のしがいも含め、日々の営みにやりがいや生き
る意味が感じられる感覚を「有意味感」という 3 つ
の確信からなり、この SOC が健康生成モデルの中核
を為す 1～3）と提唱した。SOCを測定するにはいくつか
スケールが開発されているが、本邦では 1999年山崎
らにより開発された Antonovsky A.による SOC-29の
日本語版がある。29項目および 13項目(短縮版) SOC 
スケールがあり、それぞれのcronbachα係数は 0.85
～0.91、0.72～0.89であり、その他の研究でも妥当
性は確保されている 6）。今回は回答者への回答負担
を考慮し 13項目を採用した（表１）。 
 
4．調査の方法 
 成人看護学実習が終了した後に、デモ後の感想と
して、デモでの学び、困難さ、必要性、実習での活
用度を、「全然そう思わない（1 点）」、「そう思わな
い（2点）」、「どちらとの言えない（3点）」、「そう思
う（4点）」、「とてもそう思う（5点）」の 5段階リッ
カート型の選択肢、SOC（短縮版 13 項目）および自
由記述を使用した無記名の質問紙調査を行った。 
 
5．分析方法 
SPSS statistics ver.20.0を用い記述統計および2群間
の差にはMann-WhitneyU検定を用いて分析を行った。
有意水準は 5％未満とした。 
 
6．倫理的配慮 
対象者に口頭と書面で研究の概要、参加の任意性、
研究成果の公表、無記名であり成績に関係しないこ
とを説明し、質問紙の返却を以って研究の同意とし
た。質問紙の回収は、実習終了後に、教務課に回収
箱を設置し提出するものとした。データは、鍵のつ
いた金庫に保管し、分析終了後シュレッダーを用い
て破棄した。 
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表1．13項目短縮版SOC スケール(SOC-13)の質問内容 
 
1. あなたは自分のまわりで起こっていることがどうでもいい、という気持ちになることが ありますか 
2. あなたはこれまでによく知っていると思っていた人の思わぬ行動に驚かされたことがありますか 
3. あなたはあてにしていた人にがっかりさせられたことがありますか 
4. 今まであなたの人生は明確な目標や目的がありましたか 
5. あなたは不当な扱いを受けているという気持ちになることがありますか 
6. あなたは不慣れな状況の中にいると感じ、どうすればよいのかわからないと感じていることがありま
すか 
7. あなたが毎日していることは喜びと満足を与えてくれますか 
8. あなたは気持ちや考え方が非常に混乱することがありますか 
9. あなたは本当なら感じたくないような感情を抱いてしまうことがありますか 
10.あなたは自分をだめな人間だと感じることがありますか 
11.何かが起きた時普通あなたはそのことを過大に評価したり過少評価したりしてきましたか 
12.あなたは日々の生活で行っていることにはほとんど意味がないと感じることがありますか 
13.あなたは自制心を保つ自信がなくなることがありますか 
 
   把握可能感(2,6,8,9,11)、処理可能感(3,5,10,13)、有意味感(1,4,7,12)、  
 1,2,3,7,10は逆転項目 
                                文献2)より引用 
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結 果 
有効回答 85 名（有効回答率 83.3％）であった。
SOCの総得点は表 2に示すように、50.2±7.7（平均
値±SD）、把握可能感 16.8±5.1、処理可能感
17.6±3.1、有意味感15.8±3.0であった。総得点の
平均値で SOC高群（n＝44）と低群（n＝41）の 2群
に分け、デモの困難さ、学び、必要性、実習への活
用度と SOC 得点の関係について検討した結果、図１
のように統計学的有意差はなかったが、SOC 低得点
群に比べて高得点群は、デモの難易度は高いと感じ
ているものの学びや必要性の高さを示していた。高
得点群の自由記述からは「デモの準備は大変だが学
びが大きい。」「学生同士で行うことでイメージでき、
すぐに実習へ活かせる」「個別性を生かしたケアは患
者の回復につながることを実感できた。」「日々変
化する患者さんの体調に合わせたケアの選択がわか
った。ドレーン類がついた患者の清潔ケアの実際が
理解できた。」「看護を展開させ、患者に計画を合
った実施、評価することで、術前・術中・術後にお
ける患者看護を知ることができた。」などと述べ、
デモを自分たちの看護技術を振り返る機会とし、今
後の実習の具体的な指標になったなどの意見があっ
た。また図 2のように SOC高得点群は、総得点だけ
でなくすべての項目で得点が高かった。 
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考 察 
本研究対象者は、表 2のように先行研究 7）の基礎
看護学実習終了の看護学生の総得点 50.2±7.7、把
握可能感 16.8±4.7、有意味感 15.8±3.0 と比較し
て低い結果となった。把握可能感は、自分の日常生
活や人生において直面する問題が何に由来している
のかということや何が起ころうとしているのかとい
うことについて納得のいく説明がつけられる、理解
できる感覚１）なので、実習に対して生じる不安に関
して自分たちの問題点が分かったという感覚が低い
ということが考えられる。また有意味感は、自分が
直面する問題には、解決に向けた努力のしがいや苦
労のしがいがないと感じられる感覚１）なので、実習
に関連するデモに取り組むことが自分たちにとって
必要かつ有意義なことであり、やりがいを感じる気
持ちが湧いてくる感覚が不足していることが明らか
になった。処理可能感は問題に対し自分には有効な
GRRs がある程度十分にあり、いつでも動員できる、
したがってその問題は何とか処理できるという感覚
１）である。看護学生は新人看護師に比べて点数が低
い 8）と報告されているが、本対象者はこの処理可能
感が高く、実習上の問題を何とか処理できるという
感覚があった。自分たちを気にかけてくれて適切な
アドバイスをしてくれる教員や看護師の存在や実施
という体験ができたので何とかなると感じが生まれ
処理可能感を高めるものになったと推測できる。SOC
高得点群と低得点群に分けて検討した結果、総得点
だけでなくすべての項目において高い得点であった
が、SOC 低得点群に比べ高得点群が実習プログラム
であるデモを肯定的に捉え、体験した実習を振り返
り意味付けをすることができていた。このことから、
SOCが個人の健康関連の対処能力であるのみならず、
学習過程とその取り組みに関連する可能性が示唆さ
れた。SOC 得点が高い看護学生ほど、ストレス対処
方略として情報収集、計画立案、肯定的解釈、気晴
らしの方略をとっている一方で、SOC 得点が低い群
であるほど、放棄、諦め、責任転嫁の方略をとるこ
とが多い 7）という報告があるが、本研究の対象者で
ある看護学生は SOC の発達途上にあり、その後の学
習・体験環境によって変化する可能性があるため、
デモの中で実習中の不安となる問題点を明確化し、
具体的な解決策を提示することで実習の認識を高め、
やりがいを感じられるようにすることが重要である。
さらに実習での体験を振り返り、看護援助の意味を
実感し、前向きに行動できるような教育が必要であ
る。 
Inoue は、看護大学生を対象に学生特有の学業関
連のストレスフルな経験とメンタルヘルスとの関係
について、高 SOC群では関連が弱く、低 SOC群では
関連が強くなっていることを示している 9）。臨地で
の実習は学生にとって学業関連の中でもストレスの
度合いが高く、メンタルヘルスに影響することが予
測される。実習体験が看護学生の SOC 強化に影響し
うる可能性が示唆されている 10）ことや SOCが低い者
はその関連が強いことや SOC がストレスに対する対
処そのものを助けてくれ、経験により SOC が強化さ
れる可能性がある 11）ことから、メンタルヘルスやス
トレス軽減につながり、より SOC の強化が図れるよ
うなデモのあり方を検討する必要がある。また今後
は看護に関する学習の積み重ねに伴う SOC の変化お
よび関連要因を明らかにしていく必要がある。 
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Abstract 
This study is intended to determine an adult nursing training demonstration and relations of 
SOC. We conducted inventory survey at the adult nursing training demonstration end, learning 
by the demonstration, difficult, need, utilization in the training, SOC (13 items) and free 
description. The results were 85 effective answers (83.3% of effective response rate). The point 
count of SOC was 50.2±7.7 (mean ±SD), sense of comprehensibility16.8±5.1, sense of 
manageability17.6±3.1, sense of meaningfulness15.8±3.0. We divided it into two groups of SOC 
high group (n = 44) and the low group (n = 41) with a mean of the point count, As a result of 
having examined learning by the demonstration, difficult, need, utilization in the training, and the 
relations of the SOC score, there was not the statistically significant difference. However, as 
compared with SOC low score group the high score group, we felt height of learning and the 
need of the thing which felt that the degree of difficulty of the demonstration was high. The SOC 
high score group had high score as well as point count in all items. The nursing student of SOC 
is developing. We may change by subsequent learning, experience environment. The education 
stratagem that took SOC into consideration is necessary. 
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